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受け入れのための
ガイド

受入施設の声

※2024年度外国人介護職員に関するアンケート結果より抜粋

▶ 介護・看護の知識や経験を持ち一定の要件を満
たす外国人が、日本語の研修を受けた上で入国
する。

▶ 二国間協定での受け入れのため、悪質なブロー
カーが発生しない。

▶ 介護福祉士の資格取得後は、在留資格「EPA介
護福祉士」として、長期の就労が可能。

▶ 受入施設での学習支援体制を整える必要があ
る。

▶ 国家資格取得後に帰国する人が多い。
▶ １年間の受入上限数が決まっているためマッチ
ングが難しい。



介護福祉士候補者として入国、訪日後日本語研修

専門的・技術的な分野に対する外国人の受け入れ
介護現場の人手不足をカバーするため、
一定の専門性と技術を持つ外国人の
受け入れ

受け入れの流れ
※海外からの
受け入れの場合

受入施設の１年間（１回）の受入人数は各国２～５名まで
※条件付きで１名のみの受入希望も可能

2027年度より育成就労制度へ移行

訪日前日本語研修、6カ月（インドネシア・フィリピン）

訪日前日本語研修、3カ月又は約12カ月（ベトナム）

訪問系サービスへ従事する場合は、介護職員初任者研修過
程等を修了し、介護事業所等での実務経験が１年以上ある
ことを原則とし、「訪問系サービス巡回訪問等実施機関」か
ら適合確認書の発行を受けた外国人介護人材であること。

（　　　　　　　　　　　　）在留期間経過直前の国家試験におい
て、パート合格等の一定の要件を満
たした場合、最長６年

受入施設と雇用契約を結ぶ
※「介護分野における特定技能協議会」への
入会が必要

在留期間最長
6年の間に取得

訪問系サービスへ従事する場合は、介護職員初
任者研修過程等を修了し、介護事業所等での
実務経験が１年以上あることを原則とし、「介護
分野における特定技能協議会」から適合確認書
の発行を受けた外国人介護人材であること。


